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編 集後記 にかえ て

 ● 今年 の文学 部の入試 で， 日

本史の問題 に， 占領軍 の最 高司令

官の名前を書 か せ る 箇 所 が あっ

た。

 偶 々， この採 点に狩 り出 され て

いた小生に とって， これ は まさに

シ ョッキ ソグな デ キ ゴ トで あっ

た。

 つ ま り，マ ッカーサーが 日本に

君臨 していたのは，小生が学生時

代の ことであ り， まさに昨 日のこ

とのハ ズであ った。 ソレが，大 学

入試 の 「歴史 の問題」 に な る と

は! 小生 も遂 に歴史上 の人物 に

ナ ッタカ! これ では，彼 の退 官

の時のア ノ セ リフ通 り 「老兵ハ

消工去ル ノミ……」 だ。 ソレが，

丁度，定年の年 とは話 が うまくで

きす ぎてい ると思 っ た もの で あ

る。

 とはいえ，戦後46年 経 ったの

も事実である。本論の冒頭 で も述

べた よ うに， この間の， 日本の変

容は まさにオ ドロクベキモ ノがあ

る。それが， この調査を思いた っ

た理 由の一つだ った ノダ。

 ● 理 由の第2は 「生命科学の

飛躍的進歩」であ り，それ が， も

た らした さまざまな歪みであ る。

 それ らの問題 の一つであ る 「医

事法が らみ の諸問題」を検討す る

ために'79年 に慶應大学内に 「医

療をめ ぐる法律問題研究会」が発

足 した。

 この会で と りあげたテ ーマ， メ

ンバ ーの専門領域が， これ らの問

題 の複雑 さを現わ してい る。ザ ッ

トあげ ると，精神科，産婦人科，

小児科，法医学関係の学者，勤務

医，医療従事者， ライフ ・サイエ

ソス，民法 ・刑法の学者，判事，

検事：，弁護士，法務省 ・厚生省の

担当官，文化人類学，心理学……

等 々であ り，小生 も，その末席で

勉強 させて頂いた。

 詳細は省 くが，簡単にいえば，

本論文冒頭で述べた生命倫理に関

す る諸問題であ る。

 これ らの諸問題に対す る 「現代

日本人の態度」 も出来れば調査項

目に加えてお きたい と小生は考え

た。併 し， 冒頭にあげた朝 日新 聞

の世論調査 の結果をみ ると，今回

の調査が全国規模に近い ものであ

り，高齢者 まで含めた調査であ る

ことを考え ると時機尚早 とアキ ラ

メザルをえなか った。

 併 し，ひ るがえ って，今後，10

年，20年 先 を考 えると，是非入れ

るべ きだ。た とえ，今回は時機尚

早で も，先 のことを考えれば敢え

て入れ よ うとい うことにな った。

 か くして， 「本調査用紙」の作

成直前 に 「註つ き」 とい う邪道を

押 して，敢えて作成す ることに し

た。

 それが， 調査 を始めて1年 もた

たない 中に，脳死臨調 の答 申がで

る。 日本医師会 の生命倫理懇談会

が尊厳 死容認 の報告書をだす，肝

移植，体外授精，ホ スピス……，

次 々と社会面 をにぎわす デキ ゴ ト

が起 き， テ レビで放映 され るよ う

になった。

 これ らの記事：を見 た時，初め の

中は 「シテヤ ッタ リ!」 とソ ノ見

透 しと決断 にホク ソエ ンダ。そ し

て，次 回の調査は もう 「註」な ど

つけ る必要 はないな どと喜んでい

た。併 し， これ らの問題が次hと

踵 を接 して，紙面を賑わす のを見

ると，4年 後 の世 の中を想像す る

のが恐 ろ しくなって きた。 「先が

思いや られ る」 とは このことであ

る。 「先見 の明」 どころか 「調査

項 目の抜本的見直 し，再検討」 ナ

ソテ コ トになるのではないか， と

い うのが現在 の心境であ る。

 ● もう一つ の理 由は本文1-1.

で述べ たモラル コー ド・コーホー

ト・コンセ ンサ スに関す る話であ

るが，紙数がつ きたので， この問

題 にまつわ るエ ピソー ドは何時か

の機 会にゆず ることにす る。

          槇 田 仁
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